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受賞者氏名： 笹井 芳樹 （ササイ ヨシキ） 医学博士 

所属機関および役職：理化学研究所発生・再生科学総合研究センター副センター長  

生年月日 昭和３７年 ３月５日生 

略  歴 昭和６１年 ３月    京都大学医学部 卒業  

     ６１年 ６月    神戸市立中央市民病院 内科研修医 

     ６３年 ４月    京都大学大学院医学研究科生理系入学（生体情報科学講座） 

  平成 ４年 ３月    京都大学大学院医学研究科生理系 博士課程修了 医学博士 

      ４年 ４月    京都大学大学院医学研究科 研修員 

      ５年 ３月    カリフォルニア大学ロスアンジェルス校医学部 客員研究員 

      ８年 ６月    京都大学大学院医学研究科生体情報科学講座 助教授 

     １０年 ５月    京都大学再生医科学研究所 教授  

     １２年 ５月    理化学研究所発生・再生科学総合研究センター 

               グループディレクター（兼任） 

     １５年 ６月    同センター グループディレクター（専任） 

    ２５年 ４月    理化学研究所発生・再生科学総合研究センター 副センター長 

褒賞対象となった研究業績 

「幹細胞の自己組織化による臓器形成の自律制御原理の研究」 

脳の初期発生制御のメカニズムの解明に取り組み、自ら明らかにした動作原理をもとに ES 細胞の実験

系を用いた試験管内における発生制御系の再現に成功し、再生医学を大きく進める基盤技術を確立し

た。さらに、試験管内分化系にてより高度な発生の再現に挑み、幹細胞から、大脳皮質、網膜、下垂体

等の立体構造を持った器官の産生に成功した。また、幹細胞の集団が自発的に器官のもととなる高次構

造を生み出す「自己組織化」により立体形成を制御していることを証明し、多細胞の動態制御による高次

な生命現象を解明した。これらの成果は、網膜難病、神経難病の再生医療の技術基盤の確立に大きく

貢献しており、国際的にも高く評価されている。神経発生学および幹細胞を用いる再生医学の領域で新

境地を拓いた独創的研究業績。 
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受賞者氏名： 濡木  理（ヌレキ オサム） 理学博士 

所属機関および役職：東京大学大学院理学系研究科教授  

生年月日 昭和４０年１０月２２日生 

略  歴 昭和６３年 ３月    東京大学理学部生物化学科 卒業  

  平成 ２年 ３月    東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻 修士課程修了 

      ２年１１月    フランスルイパスツール大学 HFSP研究員（～平成３年３月） 

  
    ５年 ３月    東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻 博士課程修了  

    理学博士 

      ５年 ４月    日本学術振興会特別研究員 

      ６年 ４月    理化学研究所 基礎科学特別研究員 

      ７年 ３月    東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻 助手 

    １４年 ４月    東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻 助教授 

    １５年 ５月    東京工業大学大学院生命理工学研究科生命情報専攻 教授 

    ２０年 ４月    東京大学医科学研究所基礎医科学部門 教授 

    ２２年 ４月    東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻 教授 

褒賞対象となった研究業績 

「細胞膜輸送の分子機構の解明」 

細胞の生命の維持に必須な膜輸送体による膜輸送の駆動機構、輸送基質の認識機構、輸送制御機構

に焦点を当てて膜輸送体の分子機構を解明した。マグネシウム輸送体 MgtE の結晶構造を決定し、細

胞内マグネシウム濃度を一定に保つ働きがあることを解明、合成タンパク質を膜を介して輸送する

SecYEG、またそれと協働する SecDFの結晶構造を決定した。また、光駆動型カチオンチャネルであるチ

ャネルロドプシンの構造を決定し、光によってチャネルが開閉するメカニズムを明らかにし、神経細胞学

の基盤をつくった。また多剤排出輸送体である MATEやジペプチド輸送体である POT、Ca2+/H+交換輸

送体などのトランスポーターの立体構造を決定し、分子機構を解明した。細胞膜輸送蛋白の構造を解明

することにより、分子機構を解明した画期的な研究業績。 


